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講座の感想

	講座名
	実施場所
	実施グループ
	講座月・日数・時間帯
	応募者数
	記入者

	デジカメと
パソコン
	北文
	D
	2014/3　3日間　午後
	20
	KK


上手なデジカメの撮り方とパソコンで処理・整理 (１日/２Ｈ)

1.　講座を行うに当っての経緯、目的など
　　 「自分で撮影した写真を文書の中に取り込んで印刷する」ことを目的とし、今回は年賀状作成をテーマにした。
　　 市のパソコン講座のスケジュールからみて比較的実施しやすい日時、　場所を検討し、北館の３月とした。
　　 ZPSC10周年記念行事の一つとしてはどうかとの提案もあったが、10周年記念行事も相当エネルギーを必要とすることから、規模を縮小し、北館とDグループを中心として、　他のグループの有志に参加してもらって行うことにした。
　　 クラブ員のマンネリ感を防ぎ、将来の新らしい講座開設の参考にもなる。グループを越えて13人に及ぶ多くの人の参加を得て、この講座を成功させていただいた。
ZPSCとしても貴重な経験となった。ほんとうに有難うございました。
　　　将来、市の主導でこのような講座を是非実現していただきたい。

2.　始まる前から数多くの種類のカメラが持ち込まれることを想定していたが、案の定、コンパクトカメラから一眼レフの高級機まで16人のカメラは全部異なっていた。携帯は無かった。

3.　写真をPCに取り込む段階では、別添資料（membersページの講座資料のカメラとパソコンの接続状況）のようにPC側の表示がカメラによって異なるため、サブがそれぞれ受講者に張り付く形になったが、一件混乱しているように見えても要は写真が取り込めれば大成功だと思った。

4.　OSの違い、カメラの違いもあって、テキストの作成は難しいと思うが、簡単なものでもあった方がいい。受講者が家に帰ってから復習をするのに役立つ。

5.　写真のレタッチソフトは数多くあり、windowsにもいくつか搭載されている。
　しかし、ソフトが軽く操作が簡単なこと。この講座で必要な最小限の性能があればよい。
　WindowsPhotoGallaryがもっとも相応しいと多くの会員が感じているようだ。
　W8になるとWindowsPhotoGallaryだけが搭載されることになる。

6.　撮影した写真の応用である年賀状作成は、ワード上で行うこととした。操作は、移動、　トリム、拡大縮小くらい。

7.　今回はPCへの取り込みをカメラ添付のケーブルで行ったが、別添資料に見るように、
　操作が難しいので次回はSDHCカードで写真を移動したほうがよさそうだ。
　　カード上にフォルダーを作成して取り込み写真をあらかじめ選択できる。
　ただしVISTAとそれ以前の機種ではPC本体にカードスロットが付いていない。

８．講座終了後、課題を列挙し次回の講座に役立つように整理した。membersページの講座資料に「デジカメとパソコン講座の課題」を参照。

　　************　以下　25年度総会における会員の感想など  ***************

1. 受講者はとても喜んでいたが、自分自身もワクワクした。
2. 今回のようなマンツーマンの講座も有って良いかなと思う。カメラ歴の長い受講者の話をじっくり聞きながら進められる。
3.　Cでやった自主講座が発展して今回は講師料が出たし、広報での募集もした。
　このスタイルが定着するといい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

	講座名
	実施場所
	実施グループ
	講座月・日数・時間帯
	応募者数
	記入者

	エクセル入門
	東文
	D
	2014/2　４日間　午後
	20
	KK


1.　大雪に見舞われ、2日目を中止し、代替日を3/1に設定しました。突然の変更で
　欠席者が沢山出るのではないかと思いましたが、結果は13人が出席で安心しました。

2.　珍しく男女8名、と男性の比率が高く、又男性の年齢は6人が70代だったにも
　かかわらず、全体にレベルが高く、やる気満々で、よい雰囲気でした。

3.　突然設定した4日目(3/1)には欠席が出ることを予想して、使用資料を3日目に配布
　しましたが、あらかじめ目を通してもらえたらしく、スムースに講座が進行しました。
　　4日分全部を初日に配るのがよいか要検討。

4.　講座が2日連続すると、前日の記憶が残っていて、2日目はほとんど復習が必要ない
　ほどでした。2日連続2週間で完了する型が良いかもしれない。

5.　講座見学に5氏(延べ13)が参加され、サブにも入っていただきました。
　有難うございました。

6.　PCの電源1個とマウス1個が見当たらず、とりあえず相談会用ビスタの相当品で
　代用しました。どこかに紛れ込んでいると思われるのでご留意をお願いします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上








	講座名
	実施場所
	実施グループ
	講座月・日数・時間帯
	応募者数
	記入者

	ワード入門
	東文
	Ｃ
	2014/1　４日間　午後
	12
	WT


・今回の講座の応募者は、一月という次節の関係からか？12名応募1名キャンセルで、　11名、男性6名女性5名、年齢も80代2名・70代4名・60代2名・50代3名の構成でした。

・参加者11名中、パソコンを自宅で持っていない人が一名だけでしたが、ホームページ　を見たことがある人一名、ワードで文章を作ったことがある人が二名という、パソコンは有るがあまり活用していないことが推測されました。

・講座の中で、初日にはマウス操作でダブルクリックができない受講生も数名あり、各講師ともより初歩的なことやキーボード入力を極力少なくする等々を含めた説明に苦労されました。

・講座後の反省会では、「各講師が丁寧に教えすぎている」「サブ講師のサポートのあ　り方」についても意見が交わされました。

・今回も受講生のレベル差はいかんともしがたく、受講生の「一言アンケート」にも、操作の進め方で「どの辺を中心に進めているのですか？」と記載があり、進め方に対する配慮はしているものの受講生全体の理解を得ることも大切であると感じました。

・四日間を通して、受講生のアンケートに「感謝の言葉」「受講後も勉強したい」「講座内容を生活の場に活用したい」等々の記載がありました。

	講座名
	実施場所
	実施グループ
	講座月・日数・時間帯
	応募者数
	記入者

	パソコン入門
	東文
	A
	2013/12　４日間　午後
	16
	OK


今回のコースだけに限ってなのか？
何でひらがな使用しないのですか？（女性　60代）
キーボードの説明不足（男　60代）
ひらがな入力で良かった（女性　６０代）　
ひらがなで変換の為分かりやすかった（男　７０代）
キー入力の件について要望が４件あり、今後、ひらがな入力の検討する必要と思われます。（私は、もっと年齢が高い方がいるのかと思いました。
以下　受講者の一言です。
初めてのパソコンで、その用語を覚えるのも大変でやはり早くパソコンを持って慣れていくことが良いかと思います。
東地区・公民館・北地区の相談会にも利用したいと思います。
とてもよく解りました。ありがとうございます。スタッフの皆さん、ありがとうございました。
総じてまあまあな講座だった。
４日目でしたがむずかしかった。一度におぼえることはできないですが少しずつやっていきたいと思います。
動かし方はおぼえました。　４日間、ほんとにありがとうございました。
＜総括＞
今後の課題がありますが、受講者の一言が反映されていると思います。

	講座名
	実施場所
	実施グループ
	講座月・日数・時間帯
	応募者数
	記入者

	パソコン入門
	公民館
	Ｃ
	2013/11　４日間　午後
	18
	HK


ほんとうにはじめてパソコン講座
期間　１１月　１、８、１５、２２日＜木＞　１３：３０～１６：３０
学習者　１６人中３人欠席（各回の参加者数：１<１３>　２<１１>　３<１２>　４<１３>）

学習者の感想で４日間の延べ数
①講座の難易度：難しかった・やや難しかった（２１）普通（１７）
②学習の効果：知らないことが多かった（３０）半分くらい知っていた（１４）
③講師の説明：普通（１２）分りやすかった（２２）

「ひと言」では：
・全くの初めて　スタッフの方　ありがとうございました。本当に感謝です。早すぎて追いつけませんでした。＜ほんとうにはじめて＞とのことでしたので参加したのですがーーー。（７０代）　……これは気に刈るひと言です。
・マウスに力が入ってしまった。（クリックの時に動いてしまう）入力がむずかしかった（手）。（６０代女）
・促音の入力がむずかしかった。（７０代男）
・知っていても、又違った表現だったのでよかった。自宅で復習してみよう。（６０代女）
・中途半端な知識を補うのに大変参考になりました。（７０代男）
自宅でやってみよう。マウスの練習、パソコンが違うためか、出来ませんでしたが、いろいろな事が調べる事ができるので、ぜひ家でやってみます。ありがとうございました。（６０代）
・文字が小さくて見にくかった。進行が早くて困った。（７０代女）　など

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　抽選をして参加者を選考しているのに当日キャンセル（？？）が出ることにがっかりさせられました。
今後の課題として気になることは「ほんとうにはじめてのパソコン講座」と銘打っているだけに、各講座で学習者の層が違っているとは言え、事前に参加者の状況が確認できないなかで、講師は、その場でどう展開するかを再調整しながら進めなければならないところにきていると、感じました。
これに応えるためには、講師には相当の準備が求められてくることだろうと思うと、この先、気が重くなります。ボランティアとは言え、学習者の立場からすれば、一定の額を納めている事を考えると「ボランティアですから」は通じないので・・・・。
いろいろな意見・感想はありますが、講師、サポートをして下さったスタッフの皆様、館の方、ご協力有り難うございました。



	講座名
	実施場所
	実施グループ
	講座月・日数・時間帯
	応募者数
	記入者

	エクセル入門
	公民館
	A
	2013/10　４日間　午後
	18
	SY


・応募総数１８名、受講者は１５名（男性５名　女性１０名）でした。
３日目は欠席が４名あった。
・パソコンレベルにばらつきがあり、サブ講師に助けを借りる場面も多くあった。
入力操作が早い受講者には待ち時間が出来てしまった。
講座リーダー（SY)のカリキュラムの時間配分に無理がありメイン講師に負担をかけたのは反省点だった。
・２日目は１日目の復習、３日目は１～２日目の復習、４日目は３日目の復習
と繰り返し講義した。質疑時間を設けたが質問はあまり出なかった。
・オートフィルなどセルの右下にマウスポインタを合わせる操作は、４日目のおさらい実習でも質問が出た。講義の難しさを考えさせられた。

	講座名
	実施場所
	実施グループ
	講座月・日数・時間帯
	応募者数
	記入者

	ワード入門
	公民館
	D
	2013/9　４日間　午後
	13
	KK


▼応募者は12名と少なかった。前回5月ワードの落選者からも更に募ったが、
合計13名にとどまった。1名病欠で結局12名。
▼コンパクトでまとまりよく、スクリーンとの距離も近いので講座の運営は楽だった。
しかし、16台あるPCを使いきれなかったのは残念だった。
▼新規加入された吉岡さん、田極さん、窪田さんは初めての講座でパワフルにサブを
務められ、講座は充実したものになった。
▼3日目の年賀状作成ではテキストボックスを導入し、テキストと差し替える形で別刷りのリーフを作成して配布した。従来のインデントによる文字ブロックの操作は難しかったが、テキストボックスを使うと簡単で、バランスを見ながら容易に美しい年賀状を作ることが出来た。全員が目標時間内に完成できた。
▼新スクリーンと新プロジェクターで鮮明な投射が出来、ボタンもよく見えて、マウスポインターで指示してもよく見えた。指示棒を使わなくても良いほどだった。

	講座名
	実施場所
	実施グループ
	講座月・日数・時間帯
	応募者数
	記入者

	エクセル入門
	北文
	C
	2013/7　４日間　午後
	24
	OK


▼４日間を通して１６名全員（男性６名　女性１０名）が欠席者なしの出席だった。
パソコンレベルが比較的揃っていて、全体的に講座がやりやすい雰囲気があった。
ただ受講者の反応が少ないため、講師は各自の状態を読み取ることが難しかった。

▼予定より早めに進行し、時間が余るケースもあったが、質問応答などで調整した。予定したテキストを消化するため詰め込みになるより、一部カットしても余裕を持って終わろうとの事前打ち合わせが、結果的にゆったりした印象を与えたのはよかったように思う。

▼従来はテキストのリボン表示に合わせるため、画像解像度を落としていたが、画面が狭く見にくい悩みがあった。３日目からＡグループの会員から寄贈された新しい１６：９のスクリーンが使えるようになり、解像度も改善され見やすくなった。
さらに、３日目ではリボン部分をスキャンした画像を大きく表示することを試み、４日目はＯＳ機能の拡大鏡を使うなどの試みで、リボン部分の説明を行ってみた。
それぞれ一定の効果があったと思われるが、講師がスムーズな使い方を習得する必要を感じた。

▼最終日の挨拶直後、参加者全員から期せずして「ありがとうございました！」と唱和され、ボランティア講師一同、達成感で疲れが癒える思いがした。

	講座名
	実施場所
	実施グループ
	講座月・日数・時間帯
	応募者数
	記入者

	ワード入門
	北文
	A
	2013/6　４日間　午後
	29
	KE


▼受講者の年齢層別は３０代１、４０代１、５０代２、６０代６、７０代５、８０代１各名で、相談会の分布とほぼ同じ６０～７０代で７０％を占めている。
▼参加状況は初日は１人辞退で１５名、最終日は病欠もあり１３人と少しさびしくなった。
▼初日受講者の１人がマウス操作の経験がないからとマウスパッド操作のＰＣを持ち込んだ。会場のＰＣを使うよう要請したが応じないので、初日は認めるが次回からはＭＰ操作に設定変更するので会場のＰＣを使用するよう説得した。会場のＰＣ以外は持ち込み禁止を明示してもらうよう市にお願いする。
▼２日目のメイン講師は初めての経験だったが落着いて進行させて、受講者からも高い評価を得た。
▼３日目の講義で”文字列の折り返し”を講義したが、受講者はあまり理解できなかったようである。『初期設定の”行内”では図形を動かせないので、”四角”に変更すること』位で留めておくのが良いのかもしれない。
▼メイン講師の都合で、残り１時間のところで別の人に交代した。講義の流れが変わったためかスムースに進捗とは行かなくなってしまった。講師・１日１人は貫くべし。
▼４日目は表作成の講義をしたが、やはり表関連はエクセルには遠く及ばない。テキストの項目にはあるが講座からは外す、ということはできないのかＺＰＳＣとして議論しても良いのではないか？
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	2013/5　４日間　午後
	37
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受講者のアンケートから、受講の動機は“インターネットでの情報見聞、知識収得等 時代に遅れないようパソコンを持ち、更には買い物から、写真の保存、加工、年賀状をはじめ各種文書の作成等 多様な日常の生活に備え使えるようになりたい”との傾向と目的が明確になって来ていると感じた。

　講座のテーマ通り「ほんとうにはじめて…」でも、大半の受講者は、操作は出来ないが、パソコンで出来ることの機能の概略は、一般的に分かっている様に見受けられた。

　講座の講義進行中、分からない部分や疑問等に、挙手や、はっきり声を出して質問された受講者が多くいて、真剣さが伺え、喜ばしく感じた。

　パソコンに慣れなく、講義進行に遅れがちな受講者に対し、付きっ切りで対応して下さった館の方々に感謝しています。
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